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巻
頭
言　

大
震
災
後
の
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
世
界
の
平
和
の
構
築
の
課
題

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
副
所
長 

阿
久
戸　

光
晴

聖　

学　

院　

大　

学　

学　

長

今
年
の
九
月
一
日
は
、
一
九
二
三
年
の
同
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
か
ら
九
〇
周
年
で
あ
る
。
一
都
九
県
に
わ
た

り
、
死
者
・
行
方
不
明
一
〇
万
五
千
人
余
、
倒
壊
・
焼
失
家
屋
（
含
む
半
壊
・
半
焼
）
四
〇
万
弱
戸
。
津
波
や
ト
ン
ネ

ル
崩
落
事
故
も
あ
っ
た
が
、
強
風
に
よ
り
火
災
が
広
が
り
、
さ
ら
に
火
災
旋
風
が
発
生
し
、
被
害
を
大
き
く
し
た
。

被
災
直
後
、
ア
メ
リ
カ
（
圧
倒
的
な
規
模
）、
イ
ギ
リ
ス
、
中
華
民
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ペ
ル
ー
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
か
ら
膨
大
な
救
援
物
資
、
医
療
物
資
が
届
け
ら
れ
た

（
な
お
韓
国
は
当
時
大
日
本
帝
国
に
併
合
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
地
の
「
国
内
募
金
」
が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
に
つ

い
て
記
録
な
し
）。
こ
れ
ら
の
支
援
、
救
援
は
各
国
の
官
民
を
問
わ
ず
積
極
的
に
な
さ
れ
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
は
政
府
・
教
会
を
問
わ
ず
、「
日
本
を
救
え
」
と
の
合
言
葉
の
も
と
に
、
募
金
に
応
ず
る
人
々
に
よ
り
街
中
で
長
蛇

の
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
動
き
が
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
「
日
系
人
排
斥
運
動
」
の

さ
な
か
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
異
な
る
声
が
同
国
内
で
共
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
ア
メ
リ
カ
の
支
援
は
国
民
レ
ベ
ル
で
世
界
で
も
群
を
抜
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
現
在
の
日
本
で
ま
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だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
関
東
大
震
災
後
の
再
建
に
お
け
る
従
来
か
ら
の
日
本
国
内
の
注
目
点
は
自
力
再
起
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
の
深
刻
な
試
錬
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
国
々
の
官
民
を
問
わ
な
い
連
帯
と
救
援
の
意
思
表
示
を
、
私
た
ち
は

け
っ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
こ
の
後
、
大
日
本
帝
国
は
高
圧
的
か
つ
好
戦
的
な
外
交
姿
勢
を
採
っ
て
ゆ
く
（
関
東
大
震
災
時
に
起
き

た
い
わ
ゆ
る
「
流
言
飛
語
事
件
」
と
そ
れ
に
続
く
悲
惨
な
事
件
の
真
実
の
歴
史
認
識
は
別
途
確
定
す
る
と
し
て
）。
柳

条
湖
事
件
（
一
九
三
一
年
）、「
上
海
事
変
」
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
「
満
洲
国
」
建
国
（
一
九
三
二
年
）、
国
際
連
盟
脱
退

（
一
九
三
三
年
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
破
棄
通
告
（
一
九
三
四
年
）、
盧
溝
橋
事
件
（
一
九
三
七
年
）
な
ど
と

続
く
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
自
然
災
害
で
深
く
傷
つ
け
ら
れ
た
プ
ラ
イ
ド
を
取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
、
か
つ
て
の
大
震
災

の
被
災
に
手
を
差
し
伸
べ
た
国
々
に
攻
撃
的
態
度
を
採
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

面
積
約
三
八
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
国
土
お
よ
び
日
本
領
海
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク

ス
か
ら
見
た
場
合
、
太
平
洋
・
北
米
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
い
う
四
枚
の
プ
レ
ー
ト
が
活
発
に

ぶ
つ
か
り
合
う
大
変
珍
し
い
危
険
な
地
域
で
あ
る
。
事
実
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
以
上
の
地
震
は
世
界
で
過
去
九
〇
年

に
九
〇
〇
回
ほ
ど
起
き
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
日
本
で
発
生
し
て
い
る
。
日
本
国
は
歴
史
的
に
見

て
、
外
国
か
ら
の
侵
略
や
攻
撃
よ
り
も
（
国
内
の
戦
乱
・
騒
乱
は
別
と
し
て
）、
自
然
災
害
に
よ
る
生
命
・
財
産
へ
の

脅
威
の
方
が
は
る
か
に
大
き
く
深
刻
で
あ
る
。
日
本
国
民
は
、
戦
争
か
ら
学
ん
で
き
た
知
恵
よ
り
も
、
自
然
災
害
の
中

で
助
け
合
い
な
が
ら
互
い
の
い
の
ち
を
守
り
な
が
ら
生
き
抜
く
知
恵
を
獲
得
し
て
き
た
。

日
本
国
憲
法
前
文
は
以
下
の
と
お
り
宣
言
す
る
（
引
用
は
途
中
か
ら
、
旧
仮
名
遣
い
の
ま
ま
）。

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
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る
の
で
あ
つ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持

し
よ
う
と
決
意
し
た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に

除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、

全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
つ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を

維
持
し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を

誓
ふ
。

（
一
九
四
六
年
一
一
月
三
日
公
布
）

日
本
は
不
安
定
な
山
地
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
平
野
部
も
狭
隘
で
あ
り
、
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
自
給
は
ま
っ
た
く

不
可
能
で
あ
る
（
江
戸
時
代
の
よ
う
に
特
定
階
級
の
方
々
を
酷
く
搾
取
す
る
体
制
に
す
る
な
ら
ば
話
は
別
で
あ
ろ
う

が
）。
貿
易
で
立
国
す
る
し
か
生
き
延
び
る
道
は
な
い
。
貿
易
は
、
平
和
な
外
交
関
係
と
市
民
レ
ベ
ル
で
の
人
々
の
自

由
な
交
流
が
絶
対
の
前
提
と
な
る
。
自
由
な
交
流
、
す
な
わ
ち
き
ず
な
の
構
築
は
、
生
き
抜
く
た
め
の
共
通
目
標
を
抱

き
合
う
こ
と
で
あ
る
。
自
然
災
害
の
中
で
生
き
抜
く
こ
と
は
、
避
け
た
い
辛
い
現
実
で
は
あ
る
が
、
こ
の
共
通
目
標
を

描
く
入
口
に
も
な
り
う
る
。

と
こ
ろ
で
東
日
本
大
震
災
で
も
、
世
界
中
で
ア
メ
リ
カ
（
最
大
の
支
援
国
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
国
々
、
韓
国
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（
い
く
つ
か
の
教
会
が
世
界
に
先
立
っ
て
真
っ
先
に
支
援
を
開
始
し
た
）、
台
湾
、
タ
イ
、
中
国
、
ブ
ー
タ
ン
（
国
王
自

ら
陣
頭
呼
び
か
け
）
を
は
じ
め
と
し
て
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国
々
の
一
九
一
カ
国
、
四
三
国
際
機
関
な
ど
か
ら
温
か
い

支
援
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
外
交
・
経
済
政
策
で
厳
し
く
対
立
し
て
い
る
国
々
を
含
み
、
ま
た
G
D
P
な

ど
で
国
民
の
多
く
が
け
っ
し
て
豊
か
な
生
活
を
し
て
お
ら
れ
な
い
国
々
も
あ
る
。
さ
ら
に
経
済
支
援
だ
け
で
な
く
、
自

然
災
害
に
対
し
て
有
効
な
知
恵
を
学
ん
だ
国
々
が
救
援
隊
を
派
遣
し
て
、
事
実
多
く
の
被
災
民
の
命
を
救
っ
て
く
だ

さ
っ
た
事
実
が
あ
る
。

繰
り
返
さ
れ
る
自
然
災
害
に
耐
え
、
日
本
が
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
本
人
自
身
の
努
力
が

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
と
も
に
、
歴
史
的
に
近
隣
の
多
く
の
「
異
」
国
人
で
日
本
に
骨
を
埋
め

る
べ
く
帰
化
さ
れ
た
方
々
が
真
剣
に
、
稲
作
・
漢
字
・
織
物
・
漆
器
・
仏
教
・
儒
教
な
ど
の
世
界
的
文
化
を
伝
え
た
か

ら
で
も
あ
る
。
災
害
支
援
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
を
私
た
ち
は
け
っ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
国
憲
法
前
文
の
究
極
の
目
標
は
世
界
の
平
和
で
あ
る
。
世
界
の
平
和
は
、
忍
耐
と
感
謝
と
目
標
の
共
有
か
ら
生

ま
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
東
北
の
被
災
地
の
方
々
が
示
さ
れ
た
忍
耐
は
、
世
界
の
人
々
に
深
い
感
動
と
生
き
る
勇
気

を
与
え
た
。
残
る
は
ま
ず
感
謝
で
あ
り
、
恩
返
し
の
精
神
で
あ
る
。
草
の
根
レ
ベ
ル
か
ら
の
こ
の
感
謝
が
、
ア
ジ
ア
に

世
界
に
、
争
い
を
抑
止
し
平
和
の
き
ず
な
を
つ
く
る
と
い
う
目
標
の
共
有
へ
向
か
う
第
一
歩
を
築
く
こ
と
に
な
ろ
う
。


